
　

　

厚生労働省の「有料老人ホームにおける望ましいサービス提供のあり方に関する検討会」は10月3日、検討案

を公表しました。 利用者の囲い込み、利用者が本当に必要なサービスを選べない状況があり、それを改善するた

めサービスの質や透明性を確保して入居者の安心・安全を守るため規制を検討しました。登録制や更新制も導入

し事業計画が不十分なときや行政処分歴がある事業者には認めないことも可能にするなどとしています。

改善案

懸念点

■ 厚生労働省

「有料老人ホームにおける望ましいサービス提供のあり方に関する検討会（第６回）の資料について」

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_64270.html
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有料老人ホームのサービス提供

見直し検討案

●背景 有料老人ホーム数増加とニーズの多様化でサービスの質、透明性確保が必要。

●問題 介護サービスの過剰（囲い込み）/不透明・高額な契約費など利用者保護や

透明性に欠ける状態、虐待件数の増加、職員の一斉退職によるサービス停止等。

●目的 有料老人ホームのサービスや運営の定義や質の確保、利用者が適切に選べる

仕組みや指導監督体制などを見直して改善する。

背景 目的

●サービスの質の要件の明確化・義務化 ・重度化した高齢者（医療的ケアや認知症ケア、

看取り）のニーズに応える体制（常駐職員体制、夜間緊急対応などの人員配置基準）

・虐待・事故防止体制・監査・報告義務・利用者が適切に選択できる情報公開（サービス

内容・費用・契約条件）・契約時の説明義務。

●入居紹介業者（紹介センター）の透明性確保・紹介手数料や業者の説明責任義務

●「囲い込み」の解消（施設側が関連法人の訪問介護・居宅介護支援事業所との契約を

入居条件とする、ケアマネジャーの指定を強制）などを規制。

●ケアプラン作成の独立性重視 利用者の選択の幅を狭めない仕組み。

●制度・定義の見直し 「有料老人ホーム」の定義の見直し。

●介護保険事業計画 有料老人ホーム等の状況を反映させ必要量の見通しや受け皿把握。

●行政の監督や指導の強化 実際の運営と基準との乖離を把握し改善。

義務違反等の場合、現行では拘束力が弱いため登録制や更新制の導入。

●人材確保の困難 質を上げるため人員配置要件ためには人材不足。

●コスト上昇 サービス基準強化、情報公開、監督体制のためコスト上昇、負担増。

●実態把握の困難 介護量・医療・看護ケアの提供データが不十分。

●地域差・ニーズ差：地域ごと・個人ごとの差 複雑な実態には全国一律基準だけでなく、柔軟性が必要。自治

体計画とホームの運営とのバランスをとる必要性がある。
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日本人の二人に一人が生涯でがんにかかるとされ、死因第1位で年々増加しています。男性では1位が胃がん、

ついで肝臓がん、大腸がんです。女性では1位が大腸がん、ついで胃がん、肺がん、膵臓がんとなります。

がんは完全に防ぐことはできませんが、食事など日常生活をふりかえることで、がんになりにくくすることがで

きます。

がんの発症リスクを低下させる食品がわかってきています。

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。

健 康 長 寿

がんを予防する食品②

■ 長寿科学振興財団 健康長寿ネット「がん予防のための食事とは」

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/eiyou-shippei/yobou-gan-shokuji.html
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